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　脳損傷者の神経系の可塑的変化に関する知見はここ
約20年で飛躍的に進歩し，理学療法や作業療法の臨床
で用いることのできる介入手段の選択肢は大幅に増加
した．特に脳損傷者自身の行動経験が脳の可塑性を調
整できる可能性があり，運動経験の質と量に基づい
て，脳は適切にも不適切にも適応する．そのため，環
境や課題に適した適応を促すために，運動学習理論の
応用や課題指向的・特異的トレーニングが積極的に導
入されている．理学療法士や作業療法士が介入手段を
より柔軟に展開するためには，これらの臨床介入の根
拠となる多くの基礎研究や臨床研究の成果を理解する
ことが必要である．しかし，研究デザインや統計学的
手法などの専門知識や言語の問題などのため，研究論
文を読んで理解することはハードルが高いのが実情で
ある．そのような背景から，本書のような解説書の出
版が待ち望まれていた．
　著者は脳神経外科病院で臨床に勤務する理学療法士
である．学生時代から生理学研究室で学習，研究を進
め，病院勤務後も科学技術振興機構の創造的研究推進
事業へ参加するなど，脳卒中後の運動機能回復に関す
る豊富な研究経験を有している．そのため，論文に用
いられている測定手法等にも直接精通しており，結果
の解釈も適切である．一方，臨床家であることから，
内容が臨床的であり，心理社会的機能を含めた脳卒中
者の特性も考慮されている．
　本書で扱われている研究は，Kwakkelら（1999）の早

期リハビリテーションの介入効果に関する無作為化比
較対照試験，Nudoら（1996）の脳梗塞後の麻痺側の使
用頻度の増加による脳の可塑的変化の実証研究，予後
予測の参考となる Duncanら（1992）の重症度ごとの運
動機能の回復過程に関する縦断研究，Bernhardtら
（2004，2007）による脳卒中者の運動量，活動量に関す
る臨床研究，Adaら（2006）の脳卒中者に対する筋力増
強運動の効果に関するシステマティックレビューな
ど，この分野の代表的な研究である．加えて，行為観
察や constraint‒induced movement therapy（CI ther-
apy），HAL®（Hybrid Assistive Limb）などを用いた
robot‒assisted therapyのような最新の介入手段に関
する内容も網羅している．単に研究論文を紹介してい
るのみならず，研究の背景や結果の解釈，知見の臨床
適用に必要な基礎的知識が著者によって解説されてい
ることが，本書の大きな特徴である．そして，難解な
研究結果を，比較的平易な用語を用いて解説されてい
るため，極めて理解しやすい内容である．
　本書は，学生，臨床に従事する多くの理学療法士や
作業療法士のみならず，効果的な臨床介入の実践に
よって，脳卒中者自身やその家族においても，必ずや
有益なものになるであろう．
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